









































律は、1926 年に実施が予定された 1917 年の革命後初めての国勢調査にあわせて、1924 年
9 月 15 日に全ロシア中央執行委員会（VTsIK）によって承認された。この国勢調査では、
新しい基準に従って国民を「都市」住民と「農村」住民とに区分し登録することとなって
いた 2）。「規定」によると、「都市」に該当するのは、成人 1000 人以上が生活し、そのう









たといえよう。1926 年 12 月の国勢調査の時点では、「都市型集落」の数は「都市」の数






















直す必要が出てきた。1957 年、ロシアソビエト連邦社会主義共和国 6）（1957 年 9 月 12 日
付最高会議幹部会令「居住区を都市、労働者町および保養所町に区分する規定」）におい

























という役割を失った。例えば、1939 年に存在した 743 の「都市型集落」のうち、今日ま
でに「都市」あるいは「都市」の一部となったのは約 40％（約 300 集落）に過ぎない。「農村」
になったのは 10％以下（65 集落）であり、「都市型集落」の地位を保ったのは約半分である。
また、1959 年に存在した 1459 の「都市型集落」のうち、今日までに「都市」あるいは「都
市」の一部となったのはたった 13％に過ぎず（約 200 集落、そのうちの大半が 1939 年に
はすでに「都市」であった）、「農村」になったのは 17％（約 250 集落）、70％の集落が「都
市型集落」の地位を維持していた。

































1926 年 1939 年 1959 年 1970 年 1979 年 1989 年 2002 年
「都市型集落」数 702 743 1459 1869 2046 2193 1842
「都市型集落」の
総人口（1000 人）
2557 5284 9447 11013 11994 13510 10513
1 集落当たりの平
均人口（1000 人）








15.4 14.6 15.3 13.6 12.6 12.5 9.9





の割合に増加が見られた（1989 年は 26.6%であったが、2002 年には 26.7%にまで増加した）。
これは、次の国勢調査までの期間で〔1989 年から 2002 年にかけて―訳者注〕農村人口
がほとんど減少しなかったためである。だが同時に、「都市」の人口が著しく減少したに
もかかわらず、都市人口の割合も増加している（64.2%から 66.1%に増加）。「都市型集落」
の人口の減少は極めて顕著であり（1989 ～ 2002 年で 22.2％の減少）、事実、総人口に占
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表 2　1989 ～ 2002 年における「都市型集落」から「農村」への改組
改組された「都市型集落」数 当該集落の人口（1000 人）
1989 年 1 0.2
1990 年 3 19.7
1991 年 72 278.5
1992 年 70 412.8
1993 年 21 84.2
1994 年 12 36.8
1995 年 24 77.8
1996 年 22 61.5
1997 年 25 62.3
1998 年 19 31.6
1999 年 44 208.8
2000 年 9 23.7
2001 年 14 26.3
2002 年 8 26.5
計 344 1350.7
（出所）『都市、都市型集落、地域別ロシア連邦の人口』（露語）ロシア国家
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